想定し得る最大規模の高潮浸水想定区域図の公表
【掲載しているデータはGISデータです】

○公開データは、検討時点における調査研究成果や知見を踏まえて作成されたもので、今後の調査研究の進展により逐次見直されるべきものです。

○公表する高潮浸水想定区域図の内容
・浸水区域
高潮による氾濫が発生した場合に浸水が想定される範囲
・浸水深
任意の地点において、水面が最も高い位置にきた時の地盤面から水面までの深さ
・浸水継続時間
任意の地点において、浸水深さが50cmになってから50cmを下回るまでの時間
注意：50cmは避難が困難となり孤立する可能性のある水深

○ポイント
・我が国既往最大規模の台風を想定
中心気圧：900hPa（昭和9年室戸台風）
台風の半径：75km（昭和34年伊勢湾台風）
移動速度：73km/h（昭和34年伊勢湾台風）
40、30、20km/h（移動速度が遅い場合の波浪影響を考慮するため）
・日向灘沿岸に最大の高潮を発生させるような台風の経路を設定
・高潮と同時に河川での洪水を考慮
水防上重要と見なされる河川（洪水予報河川・水位周知河川）においては、
L1（計画規模）の洪水を見込む
・最悪の事態を想定し、堤防等の決壊を見込む

○利用にあたっては、下記ページもご確認ください。
想定し得る最大規模の高潮浸水想定区域図の公表について
（https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kasen/kurashi/shakaikiban/takashioshinsui.html）

